
日本語・日本事情遠隔教育拠点事業

●日本語・日本事情学習・教育用デジタルコンテンツおよびシステムの開発と運用
●国内外大学等の日本語・日本事情教育機関による共同利用

●留学生３０万人計画の実現に向けた教育機関への日本語教育支援
●日本語・日本事情教育の効率化と発展に寄与
●いつでもどこでも日本語が学習できるユビキタスな学習環境の提供

筑波大学グローバルコミュニケーション教育センター
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第１期（2010-2014）実績
・日本語eラーニング初級（登録3000人）

・学習者辞書プロトタイプ(３千回閲覧/年)

・日本語ウェブテスト（受験者1万人／年）

・ウェブコーパス（4万回閲覧／年）

AI教師の研究・開発
日本語eラーニング利用登録者数（1万人）
日本語ウェブテスト受験者増（2万５千人/年）
ウェブコーパス利用者増（１０万回閲覧/年）

第１期の実績と第２期達成目標



日本語教育関係共同利用拠点の今後は？


